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研究成果の概要（和文）：本研究は、安全なOASの植立と、効率的な大臼歯の圧下や遠心移動のコントロールを
可能にすることを目的とし、OAS植立部位である上顎臼歯間歯槽骨部における上顎洞の形態を３群（上顎洞非低
下型、ロート状低下型、リアス状低下型）に分類し、OAS植立時の上顎洞穿孔や隣在歯根損傷の危険性について
検討した。その結果、リアス状低下型は他の2型に比べ、歯槽頂からいずれの高さにおいても頬舌的骨厚が有意
に小さく、上顎洞への穿孔の危険性が示唆された。一方、ロート状低下型および上顎洞非低下型は56間歯根間距
離がリアス状低下型に比べ有意に小さく、歯槽頂に近くなればなるほど歯根を損傷する危険性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to enable safe OAS placement and control effective molar 
intrusion and distalization. I investigated the risk of maxillary sinus perforation and damage to 
adjacent tooth root during OAS placement by examining the shape and downward of the maxillary sinus 
(non-downward maxillary sinus, funnel-like downward, and ria-like downward groups) in the alveolar 
bone region between the maxillary 2nd premolar and 1st molar. The results of this study , the 
buccolingual bone thickness was significantly lower in the ria-like downward group compared to those
 of the other two groups, which is a risk factor for perforation toward the maxillary sinus. On the 
contrary, in the funnel-like downward and non-downward maxillary sinus groups, the inter-radicular 
space between the 2nd premolar and 1st molar of the maxilla was significantly smaller compared to 
that of the ria-like downward group, showing the risk of damage to tooth root if its distance to the
 alveolar crest is short.

研究分野： 歯科矯正学

キーワード： 上顎洞形態　歯科矯正用アンカースクリュー　圧下　歯の移動　セルフライゲーションブラケット　歯
科矯正学　遠心移動
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係を調べた

上顎臼歯根と上顎洞の関係の評価に重点が

置かれており、上顎臼歯間歯槽骨部の上顎洞

底形態の評価までは十分行われていないの

が現状である。
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装着するスプリットマウスデザインを適用

し た 。 ブ ラ ケ ッ ト は SLB 群 と し て

SmartClip(3M Unitek, Monrovia, CA) と

Damon3（Ormco, Glendora, CA）を使用し、

CLB 群として SmartClip のクリップを除去し

たものと Damon3 のスライドを除去したもの

を使用した。（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CLB はアーチワイヤーと 0.010 inch のリガ

チャーワイヤーによる結紮を行った。犬歯の

遠心移動は 0.017 × 0.025 inch の nickel 

titanium wire と 0.010 × 0.040 inch オー

プンコイルスプリング(150g)を使用して行

われた。（図４） 

 

 

 

 

 

 

 

1 ヵ月ごとに計 4ヵ月間、左右の下顎犬歯と

下顎第二小臼歯間の距離計測を行い、SLB 群

と CLB 群の移動量の違いについて検討した。 

 

 

 

４．研究成果 

（１）OAS 植立時の上顎洞穿孔や隣在歯根損

傷の危険性について 

リアス状低下型は他の２型に比べて、上顎

頬側皮質骨から上顎洞までの骨厚が有意に

小さく、その平均値は歯槽頂からいずれの高

さにおいても 4mm 以下であった。一方、上顎

第二小臼歯・第一大臼歯の歯根間距離は、い

ずれの高さにおいても 4mm 以上あった。 

ロート状低下型および上顎洞非低下型は上

顎第二小臼歯・第一大臼歯の歯根間距離がリ

アス状低下型に比べ有意に小さかった。 

（表１、図５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

ロート状低下型における頬舌的骨厚の平均

値は、いずれの高さにおいても 8mm 以上であ

った。また、上顎第二小臼歯・第一大臼歯の

歯根間距離の平均値は、歯槽頂から 5mm の高

さで 2.7mm、6.5mm の高さで 3.0mm、8mm の高

さで 3.6mm であった。上顎洞非低下群では、

上顎第二小臼歯・第一大臼歯の歯根間距離の

平均値は、歯槽頂から 5mm の高さで 2.9mm、

図３ 使用したブラケット 

A. SLB として使用した、SmartClip ブラケット 

B.CLB として使用した、SmartClip ブラケットのク

リップを除去したもの 

C. SLB として使用した、Damon3 ブラケット 

D. CLB として使用した、Damon3 ブラケットのスラ

イドを除去したもの 

図４ 下顎犬歯遠心移動時の口腔内写真 

A. 下顎右側犬歯に装着したSmartClipブラケット

（SLB） 

B.下顎左側犬歯に装着した SmartClip ブラケット

のクリップを除去したもの（CLB）。アーチワイヤ

ーとブラケットは金属製の結紮線で結紮。 
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表１ 上顎洞底形態による頬舌的骨厚と歯根間距離

の平均と標準偏差 

図５ 歯槽頂からの高さにおける頬舌的骨厚と 

歯根間距離の３群間の比較 



6.5mm の高さで 3.1mm、8mm の高さで 3.6mm で

あった。（表１、図６） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本研究の結果より、リアス状低下型は歯槽

頂からいずれの高さにおいても頬舌的骨厚

が小さく、上顎洞への穿孔の危険性が示唆さ

れた。一方、ロート状低下型および上顎洞非

低下型は上顎第二小臼歯・第一大臼歯の歯根

間距離が小さく、歯槽頂に近くなればなるほ

ど歯根を損傷する危険性が示唆された。 

 
 

（２）SLB と CLB の比較 

トータルの犬歯平均移動量について、

SmartCrip と Damon3 の両方において、SLB 群

が CLB 群に比べ大きい傾向にあるが、有意差

は認められなかった。（表２、図７） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

各月毎の犬歯平均移動量について、SLB 群と

CLB 群を比較すると、SmartCrip と Damon3 の

両方において有意差は認められなかったも

のの、犬歯遠心移動開始から一ヵ月目（1M-0M）

は SLB の方が CLBに比べて平均移動量が大き

い傾向にあった。また、SLB 群における各月

毎の犬歯平均移動量の経時的な比較では、

SmartCrip と Damon3 の両方において、1M-0M

が他の月（2M-1M、3M-2M、4M-3M）に比べて

有意に大きい移動量を示した。一方、CLB の

経時的な比較では、SmartCrip はいずれの月

の比較においても有意差は認められなかっ

たが、Damon3 は 1M-0M と 2M-1M の間で有意差

が認められた。その他の月(2M-1M,3M-2M,and 

4M-3M)の間の比較では、有意差は認められな

かった。（表３、図８） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記より、SLB の方が CLB より移動量がやや

大きい傾向にあるが、有意な差は認められず、

本研究における犬歯の遠心移動の条件下で

は、SLB は効率的な移動を示さなかった。 
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図７ トータルの犬歯平均遠心移動量 

図８ 各月毎の犬歯平均遠心移動量 
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図６ 各上顎洞底形態の歯槽頂からの高さにおける 

頬舌的骨厚と歯根間距離の比較 

Days (average) Mean(mm) SD(mm) Mean(mm) SD(mm) P value Significance
SmartClip
1M-0M 31 1.17 0.65 0.85 0.45 0.06 NS
2M-0M 57 1.82 0.68 1.54 0.58 0.16 NS
3M-0M 93 2.42 0.90 2.17 0.76 0.33 NS
4M-0M 123 2.97 0.92 2.85 0.88 0.64 NS
Damon3
1M-0M 31 1.17 0.50 0.95 0.51 0.25 NS
2M-0M 57 1.66 0.68 1.35 0.64 0.18 NS
3M-0M 90 2.41 0.65 2.12 0.74 0.27 NS
4M-0M 122 2.89 0.69 2.63 0.88 0.44 NS
NS, Not significant

SLB CLB

表２ トータルの犬歯平均遠心移動量 

Days (average) Mean(mm) SD(mm) Mean(mm) SD(mm) P value Significance
SmartClip
1M-0M 31 1.17 0.65 0.85 0.45 0.06 NS
2M-1M 28 0.66 0.43 0.66 0.29 0.97 NS
3M-2M 34 0.68 0.39 0.68 0.45 1.00 NS
4M-3M 30 0.57 0.31 0.73 0.53 0.38 NS
Damon3
1M-0M 31 1.17 0.50 0.95 0.51 0.26 NS
2M-1M 26 0.56 0.34 0.47 0.28 0.45 NS
3M-2M 33 0.71 0.43 0.71 0.45 0.97 NS
4M -3M 31 0.59 0.41 0.59 0.49 1.00 NS
NS, Not significant

SLB CLB

表３ 各月毎の犬歯平均遠心移動量 
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